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結論

国際 計 量 体制 の 歴 史 と 将 来 像 （1）
＊

一
国 際 度 量 衡 委 員 在 任 15 年 を 顧 み て

一

飯 　塚 　幸 　三
＊＊

1 ．は じめ に

　筆者 は 1986 年 か ら 2001 年 まで の 15 年間 、国

際度 量衡委 員 会の 委員 に在任 した。以 下で は こ

の 間 の 国際度量衡委員会 と国際度 量衡 局 の 活動

の 大要 を紹 介する 。
つ い 最近 ま で の 状況 を紹介

す る こ とが 本 学会 の 会員 の 方 々 に どれ ほ ど の お

役 に た つ か 筆者 に は判 断 が つ か な い が 、 今 日現

在 も明 日 に は 過去 とな るの で 、筆者 の 見 聞 した

事実 を計量 の 現代史 の 1 断面 と し て 読ん で い た

だ けれ ば幸 で あ る。そ の た め に は出来 るだ け客

観的 な記 述 が 望 ま し い が 、現在進 展 中で あ っ た

り、不確 定 の ま ま推移 し て い る事項 もあ り、若

干 の 個人 的 な見解が加 味 され て い る こ とは ご容

赦 を お 願 い す る次第 で あ る。

　思 い 起 こせ ば 、 筆者 が在任 した こ の 15 年 は 国

際 度量衡 委員 会 に と っ て ま さに激 動 の 時代で あ

っ た 。 言 い か えれ ば国際的 な度 量衡標 準の 組織

と して の 国 際度 量 衡委 員会 を 位置 付 けて い る

「メ
ー

トル 条約」 そ の もの の 運 用 が 、 近年に な

っ て 大き な変革 を遂 げた の で あ る 。 国際度量 衡

委 員 会は 条約 の 役割を 、よ く い え ば大 き く発 展

させ 、悪 く言 え ば変質 させ た と も言 え る 。 そ め

評価 は後 世 に待 た ね ば な らな い が 、「度 量衡 」 と

い う古め か しい 語感 の 分野 を現代社 会 と最先 端

科学技術分 野 の 要 求に 対 応す る よ うに 拡大 ・発

展 させ た こ とは歴 史的 な流れ の 必 然 と して理 解

され て 良 い もの と筆者は考え て い る 。

2 ．メ ー
トル 条約 とその 実行組織

　最初に メ
ー

トル 条約 とそ れ に 基づ い て設 置 さ

れ て い る 組織 と し て の 国際度量衡委員 会 と国 際

度 量衡 局 に つ い て 簡 単に説 明 し て お き た い 。 計

量標 準 に 関 わ っ た こ との あ る会 員の 方 々 に とっ

て 、
こ れ らは な じみ 深 い も の で あ り 、

い ま さら

そ の 生 い 立 ちに つ い て 述 べ る必 要 も無 い はず で

あ る が 、 本稿が 会員外 の
一般 の 人 ぴ と の 目 に触

れ る 可 能性 も想定 して 、 基本 的な事項 に つ い て 、

若 干 の 解 説 を して お きた い
。

ご 存知 の 方 は読み

飛 ば し て い た だ い て 構 わな い
。

　 良 く知 られ て い る よ うに 、18 世 紀後 半か ら フ

ラ ン ス の 科学者 達 は 自然現象に 基づ く不変の 計

量 単位 の 実現 に 努力 し、そ の 成 果 を背 景 と した

フ ラン ス 政府 の 提唱 に よ っ て 世 界共通 の 計 量単

位 系 を確 立 ・普 及 す る た め の メ
ー

トル 条 約 が

1875 年 に 締結 された 。当初 の 加 盟国 は 17 国 で

あ っ た が 、第 1 回の 国際度量衡総会 が 開催 され

た 1891 年 まで に は 23 国 （わが国 は 1885 年 に加

盟 を決 定）、第 2 次 世界 大戦後 の 1950 年 で は 34

国、そ して現 在 は 51 国が加盟 して い る （2002

年 10 月 現 在 、分担金 を長期 に わた り滞納 して い

る 2 国 が 除名 され よ うと して い る）。

　 現在の メ
ー

トル 条約 は 、 本文 14 条 と付則 21

条か らな り、
一

見 、国際度 量衡 局 の 設 置 法の ご

と く で あ っ て 、メ ー トル 法 に よ る 単位 の 統
一

は

同 局 の 任務 ある い は 国際度 量衡 総会 の 使命 と し

て 間接的 に謳 われ て い る 。 1921 年 に電 気量 と物

理定数 に 関す る業務 を追加 す る と と もに 、 規 定

＊ 原稿受 付　2002 年 10 月 15 日　 本稿 は計量 史学会 25 周 年記 念講 演会 （2002 年 2 月 23 日 ホ テ ル

　　　　　　 フ ロ ラ シ オ ン 青山）で の 講 演 を基 に補 足 ・再編 集 した もの で ある。

＊ ＊ 会員 　前国際度量 衡委員会副委員長　〒 173 −0021 東 京都板橋 区彌生 町 61−6−503
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され た組織 の 運 営や分担金 の 算出方法 な どを明

確化 す るた め の 条約改正 が行 われた が、そ の 後

は
一

切 の 改訂 な し で 今 日 に 至 っ て い る 。 図 1 は

こ の 条約 の 規 定 に 従 っ て設 置され て い る組織 の

構成を示す。

　 こ の 条約の 第 1 条は 「条約締結 国は 、共同 の

資金 に よ り国際度量衡 局 を設立維持 し 、
パ リに

こ れ を常置 し、学術 上の 諸問題 を扱わ せ るこ と

とす る」 とな っ て お り 、 こ れ が 条約 が 設置法 の

ご とく感 じ られ る所 以で あ るが 、実際の 所在地

は よ く知 られ て い る よ うに 、パ リ周 辺 の 町 セ
ー

ヴル 市に 属す るサ ン ・
ク ル ー

公 園の
一

角で ある

（写真 1 は 同局 の 入 り 口 と本館 ）。

　第 3 条で は 、 国際度量衡局は 国際度量衡委員

会 の 指導 と監督 に よ り業務 を行 うこ と、そ し て

同委員会 は 国際度量 衡総会の 権限 の 下に ある こ

とが 規定 され て い る 。 つ ま り国際度 量衡 総会 は

加 盟 国政府 の 代表 がそれぞれ 1 票 の 投票 権 を持

つ 最 高 の 議決機 関 で 、少 な くとも 6 年に 1 回 パ

リで 開催 され （最近 は 4 年 に 1 回開催 ）、計量学

の 基礎 に 関す る新た な決定や 、国際度量 衡委員

の 承認 （毎 回 半数 改選 ；再任 は 可 ） な ど の 権限

を持 つ （付 則 第 7 条）。

　国 際度量衡 委員会は 国籍 の 異 な る 18 名 の 委

員 に よ り構 成 され （付則第 8 条）、欠員が 生 じた

場 合 、 投票 （無記名 ）で 次回 の 総会 まで の 暫定

的 な委員 が 選 出 され る （付則 第 14 条）。 委員会

は 少 な く と も 2 年 に 1 回 開 催 され （付則 第 11

条 ；最近 は 毎年 開催 ）、国際度量衡局 の 組織 と業

務 、定員 を 定 め る （付則 第 15 条、17 条） と共

　メ
ー

トル 条約 　　　　　　　　　外 交条 約

国際度量衡 総会　　　　　　　　条 約加 盟国政府
　 　 （CGPM ｝

国畭 度量衡委員会　　　　　　　　　他 の 国 際機関

　 　 （CIPM ）

諮問委 員会 国立計 量研 究 所

国際度 量衝 総会

　　（BIPM 〕

図 1　 メ
ー

トル 条約 に基 づ く組織

に 、国際 度量衡 局長 か らの 提 案に よ る年 間予算

案、会計 状況 、 決算及 び 業務報告 を審 議 、 承 認

す る と共 に 、 加 盟 国政府 へ の 年 次報告 な どを行

う （付則第 19 条 ）。また国際度量 衡局長 と次長

の 選 任 は 国際度量衡委員会の 無記名 投票 で 決 め

る （付則 第 17 条）。

　国際 度量衡委員 会は付則第 10 条に よ り、上 記

の よ うな国際度量衡 局 の 運 営に 関わ る ほ か 、
・加 盟 各 国が 共 同 して 行 うこ とを決 定 し た計 量

　 学に 関す るすべ て の 仕事 の 指揮、
・国際原器 と国際標 準器 の 保 管の 監督お よび

・計量 学 の 問題 に対す る専 門家の 共 同 作業グル

　
ープの 設 置 と、そ の 結 果の 調 整

を任務 と して い る 。 こ の 第 3 項 が各課題 （量 の

種類 等） ご とに諮 問委 員会が設 置 され て い る根

拠 で あ る 。 表 1 に は条約縮結後 の 重 要な事項 を

一
覧表 に ま とめて ある が 、そ の 1927 年 の 欄 に あ

るよ うに 、最初の 諮 問委員 会 は電気 量 の 単位 と

標 準 を決 め る た め に 設置 され た電気諮 問委員会

で 、以 後第 2 次世界大 戦 まで に ほ とん ど の 基 本

量 の 標 準 に つ い て の 業務が 国際度量 衡委員会 と

国際度 量衡 局 に取 り込 まれ た。 さらに 戦後 に な

る と放 射線標準 に 関わ る業務 が加 え られ た ほか 、

各 物理 量 の 標準 の 高 度化 に対応す るた め 、基 本

量 ご と の 諮 問委 員会 が設 け られ て きた 。 特に 従

来 の メ
ー

トル 法 に よ る 単位系 を拡 張 した い わ ゆ

る 国際 単位系 （SI） の 中に、化学 分野 で の 量 の

表 示 に 便利 な基 本 単位 とし て 物質量 の 単位 モ ル

写真 1　国際度量衡 局の 正 門 と本館

2
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表 1　 メ
ー

トル 条約 の 節 目

を取 り込 み 、化 学標準 を扱 うた め の 物質量 諮問

委員 会が 発足 し た こ とは 、そ の 後 の 拡張 ・発 展

へ の 転機 と して 重要 で あ る 。

　 こ うして 現在 ま で に 、国際度量 衡の 各組織が

条約 を 改正 す る こ とな しに す べ て の 分野 の 単位

の 問 題 を 扱 うよ うに な っ て きた の で あ るが 、そ

の 根拠 は 前記 の 条約付 則第 10 条 に あ る と考 え

られ る。事実 メ
ー

トル 条約 に よ る活動 の 範囲 が

ど こ まで 拡張 で きるか に っ い て は、物質 量諮 問

委員会 の 設置 を決 めた 1993 年 前後 の 国 際度量

衡 委員会 で し ば し ば議論 した こ とで あ るが 、 最

近で は測 定 の す べ て の 基準 を活 動 の 対象に で き

る との 合 意が で き あが っ て い る と言 っ て よ い で

あろ う。

3 ．国際度量衡 総会 と国隙 度量衡 委員会 の 今昔

　最 初 に 述 べ た よ うに 、 筆者が 在任 した 15 年 間

は 国際度 量衡委員会 （以 下 委員会 と略称 する）

に と っ て 激動の 時 代で あ っ た 。 こ の 間の 主な変

化 は 大別すれ ば、 （1）新 た な標 準の 確立 、（2）

活動 範囲 の 拡 大、 （3） グ ロ ーバ ル 化 、 （4）関連

国際 組織 と の 新た な協力 、 （5）度量衡組織 自身

の 変革の 5 点 に集約され る。以 下で はそれ ぞれ

に っ い て 詳 しく述 べ る 。

3 ． 1　 新 たな標準の 確立

　筆者 がは じめ て 出席 した 1985 年の 第 74 回 委

員会 （この 時は 川 田裕郎委員 の 辞任 後 の 招待者

と して 出席） 直前 に 、量子化 ホ
ール 効果の 発 見

に 関わ る業 績に よ り vonKlitzing 博 士 へ の ノ ー

ベ ル 物理 学賞の 受賞が発表 され た 。 す で に 1970

年代 か ら多く の 研 究成果 が 積 み 重ね られ暫定的

に 標準値の 決め られ て い た ジ ョ ゼ フ ソ ン 素子 に

よ る電圧 標 準 と並ん で 、こ の 受 賞を契機 に電気

抵 抗 の 量子 標 準 の 実用 化 が 急速に 進 め られ 、翌

1986年の 委員会で は 、 早 くも 1987 年 の 第 18 回

国際度量 衡総会 （以下総会 と略称 す る ） に懸 け

る 決議案 と して 、こ れ らの 量子 効 果 を利 用 した

電気標準 の 採用 と、長い 研 究の 積 み 重 ね の 結果

を集約 した 新 し い 温 度 目盛 の 採用 を提案す る こ

とが 決定 され た。併せ て 1950 年代 に行 われ た キ

ロ グラ ム 原器 の 第 3 回 校正 を行 うこ と も決 議 さ

れ た。これ らの 決定の 具体化 は 委員会 に任 され 、

新 し い 電 気標 準お よび改訂 された 国際温 度 目盛

ITS−1990 は 1990 年 1 月 1 日か ら正 式 に採 用 さ

れ た 。

　
一

方原器 の 再校正 は 周到 な準備 の 末、1989 年

か ら 1992 年 に か け て 実施 され 、各 国原器 は概 ね

数 10ng の 不確 か さで 校正 された が 、反面、白金

イ リジ ウム 合金 製の 国際キ ロ グラ ム 原器 に よ り

現示 され る質量標 準 の 恒久 性 に つ い て の 疑 問を

増大 させ るこ とに な っ た
。 そ の 結果 、 量 子効果

に よ る電気標 準 に よ りキ ロ グラ ム 原 器 の 質量 を

監視 す る方 法や 、
シ リ コ ン 単結晶 を利 用 し て 決

定 したア ボガ ド ロ 定数 と原 子 の 質 量か らキ ロ グ

ラ ム を定義す る可能性 な どの 研 究 に拍 車が か か

りつ つ あ る。

　 こ の ほ か メ
ー

トル の 定義 を 実現 す るた め の レ

ーザ 光源 の 波 長 と周 波 数の 見 直 し も進 捗 し 、

1992 年の 委員会で 決定 され た メー トル の 現示方

法の 改訂 版で は、1983 年 の 定義の 変 更 当時 と比

べ て 2 桁 以 上 の 精 度の 向上 が図 られ た 。
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3 ． 2 　 活動 範囲の 拡大 と諮問委 員会の 変容

筆者が委員会委員 に選任 され る直前 の 1985 年

と、退任 直前に お ける 国際度量衡委員 会の 構 成

はそれ ぞれ表 2、表 3 に示す とお りで ある （写

真 2
、
3 は そ れ ぞ れ 委員会恒例 の 出席者 写真、ま

た 写 真 4 は委員会 の 会議 の 模様 で あ る）。

表 2　 国際 度量衡委 員会の 構成 　 （1986 年 9 月現在〉

氏 　　　名 国 　　　籍 就 任 年

1．J．de　Boer オ ラ　 ン ダ 1953
2．k．Siegbahn ス ウ ェ

ー
デ ン 1964

3．H ．Preston−Thomas カ ナ ダ 1969
4．E．Ambler 米 国 1972

5．D ．Kind 西 ド　 イ ツ 1976

6，H ．HJensen
一
ア ン 　 マ 　 ー ク 1978

7，R．Steinberg ア ル ゼ ン チ ン 1978
8．Wang 　Ta −Heng 中 国 1979

9．亅．Skakala チ ェ コ ス ロ バ キ ア 1980
10．A ．Bray イ タ　 リ ア 1981

ll．W ．R．Blevin オ ース ト ラ リ ア 1982
12，TPIebanski ポ 一　ラ　 ン ド 1983
13．」．Kovalevsky フ ラ　 ン ス 1984

14，P．Dean 英 国 1985
15．AP ．Mitra イ ン ド 1985

16．K．：izuka 日 本 1986
17．0 ．Sara ブ

一　　　　　　　　、　“
フ 　　 ソ ノレ 1986

18，A ．1．Mekhannikov ソ 連 1986

　筆 者の 着任 前後 の 委員会で の 主 た る議題 は、

長 さ標 準 と して の レ
ーザ波長 の 活 用 ・改善に っ

い て の 研 究 、キ ロ グ ラム 原器 の 再校 正 の 準備 、

前記 し た とお り の 量 子 効果 に よ る電 気 標 準 の 導

入 、国際温 度 目盛 の 改訂 な ど で あ り、国際度量

衡 局 に つ い て は伝 統的 な長 さ、質 量、電気 の 標

表 3　 国際度 量衡委員会 の 構 成 　 （2001年 6月現在）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （欠員 1 名）

氏 　　　名 国 籍 就 任 年

亅．Kovalevskyl｝ フ ラ ン ス 1984
K ．lizuka2｝ 日 本 1986
P．paquet3

） べ ノレ ギ 一 1992
Gao 　Jie 中 国 1993

E．SRGopal イ ン ド 1993
R．Kaarls4） オ ラ ン ダ 1994
G ．Moscati5｝ ブ ラ ジ ノレ 1995
M ．S．Chung 韓 国 1996

A．亅．Wa 皿ard6
）

イ ギ リ ス 1996
E．0 ．G6be ｝ ド イ ツ 1997

A ，L．VanK ・ ughnett7
）

カ ナ ダ 1997
S．Leschiutta イ タ リ ア 1997
し K ．lssaev 口 シ ア 1999
H ．Ugur ト ノレ コ 1999

亅．Vald6s ア ル ゼ ン チ ン 1999
K．H ．Brown 米 国 2000
S．D ．Inglis8） オ ース トラ リ ア 2000

1） 委 員 長

2） 副 委 員 長 ；2001 年 6 月 退 任

3） 2001年 10 月 退 任

4） 幹 事

5） 2001年 10 月 よ り副 委 員 長

6＞ 次 期 局 長 に 就 任 の た め 2002 年 3 月 退 任

7＞副委員長 ；2002 年 6 月 退 任

8＞2002 年 10月 よ り副 委 員 長

準 の ほ か 、時間 に 関する業務 に つ い て も拡充の

方 向 を容認す る
一方 、放射線部 門 に つ い て は 縮

小 の 議論が 出始め て い た。 こ の よ うな方針 の 下

で 国際 度量 衡局 は 1985 年の 第 74 回 委員会 に お

い て 、それ ま で パ リの 天文 台 にお い て 国際標 準

時 の 維 持 の 任 に 当た っ て い た 国際報時 局 （BIH）

の 業務 を、国際度量 衡局 の 時間部 門 が 引 き取 る

こ と を決定 し、1986 年 1 月 1 日以 降、国際標 準
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　 写真 2　 1985 年 の 国際度量衡委員会
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写真 3　2000 年 の 国際度量衡委 員会
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写真 4　国際度量衡委員会で の 会議の 模様 （1993年）

時 、原子 時の 維持 が 同局 の 重要 なル ーテ ィ ン 業

務 の
一

つ とな っ て い る。また 局 内 の 建物 の 長期

建設 計画 に 従 っ て 、図書室 を含 む新 管理 棟 の 建

設 計 画 が 1986 年 の 第 75 回 委 員会 に提案 され 、

そ の 承 認 を得て新 しい 建物 が 1988 年に完成 し

た （写 真 5）。 こ の 棟 内に は 現在 、図 書室 の ほ か

局 長 室 、 管理 部 門、研 究室 の 一部 、小 会議 室 な

どが 配 置 され 、屋 根 裏 の 部屋 は委員会等 の 会合

の 際 の 昼 食 （サ ン ドイ ッ チ と ワ イ ン 、 果物 の 立

食） の 場 とな っ て い る （写 真 6）。

　 1971 年 の 第 14 回 国際度量 衡総会 に お い て 、

化 学分野 に国 際単位 系 （SI） を普及 す る意図 も

兼 ね て 、新た な基 本単位 と し て 物 質量 の 単位 モ

ル の 導入 を決 定 したが 、その 後長 い 間 、化学標

準は メ ー トル 条約 の 活動 の 埒外 に お か れ て い た
。

しか し 1990 年に な っ て 国際分析化 学会で の 討

議 を 契機 と して 、 化学測 定 の 標準 に つ い て 何 が

で き るか 、何 を なすべ きか と言 う検討 が委 員会

で 始 ま っ た。委員 の 中で は 、ひ とた び化学 標準

に踏 み 込 む と無制 限 に業務 が増 えて 、委員会 あ

る い は 度 量衡局 が支 えきれ ない とい う慎重な意

見 と 、 な に か はや らね ばな らな い と い う積 極的

な意見が 交錯 した が 、結局 1990 年 の 第 79 回 委

員会 で 化 学分野 の トレーサ ビ リテ ィ を調査 す る

ため の 臨 時作業部 会 を発 足 させ る こ とに な っ た 。

主査 に は 当時米国の NIST所長 で あ っ た LiQn 氏

が 物 理 化学 の 専 門家で あ っ た た め に指 名 され 、

1991 年 6 月 に 同所 にお い て は じめて の 会合 が開

催 された
。

こ の 作業 部会 は 代表 的 な標準物 質の

成分濃 度測 定 に つ い て の 国際 比 較 を試 行す る と

ともに 、化学 測定 に 関す る諮 問委員会 の 設 立 の

要 否 に つ い て 答 申す る こ と を求 め られ 、 2 年 後

の 1993 年 、 第 82 回委員会に お い て 遂に化 学測

定 を扱 う物質 量諮 問委員会 の 設 置が 決 定 した 。

当初は最高精度の 測定 ・分析 （SI 単位 で表示 さ

れ 得る 1 次標準）の み を対象 とす る よ うに 限定

的 な活 動観囲 を想 定 して い た 。 その 後 、後述す

る よ うな 相互 承認取 り決 め の 発展 と ともに 、こ

の 諮 問委員会の 活動 対象は極 め て 多岐 に 拡大 し

つ つ あ る。

　 こ の 前後 か ら音響 ・振動 ・超 音波 に つ い て の

標準 に つ い て も委員 会が取 り組 む べ きで あ る と

い う提案 が あ り、1996 年 の 第 85 回委 員会 で活

写真 5　国際度量衡 局管理棟 （右） 写真 6　国際度 量衡 委員会 の 昼食
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動 の 方 向を検討する臨時作業部会が設 置 され 、

その 報告を受 けて 2 年後 の 1998 年 、 第 87 回委

員会 で 正 式 な諮 問委員会 と して の 発足 が認 知 さ

れ た 。 前に も述 べ た よ うに こ の よ うな活 動領域

の 拡大 は 標準等の 相互 承 認 取 り決 め の 計 画 と同

時並 行 で 進 ん で きた の で あ るが 、全体 と して の

方 向付 けは 1995 年 に開催 され た第 20 回総会 の

決議 を 受け て 、 委員会が ま とめ た 「計 量 に 関す

る長 期 的 ニ ーズ 」 に つ い て の 報告書で 示 され た

と考 え られ る。事実 、こ の 報 告書 で 言 及 し て い

る よ うに 、その 後 の 委員 会 は工 業的 な量 の 標 準

も活動 範囲 に 取 り込 む よ うに な っ た。す なわち

1997 年 に は硬 さと流量 測定 と い う実用 計測分野

に つ い て の 検 討 を 開 始 し、前者 に つ い て は 翌

1998 年 に筆者 を主査 と し た 臨時作業部 会 を発足

さ せ 、つ い で 1999 年の 委員会 で は上 記 2 分野 を

い ず れ も質量 関連 量諮問委員 会 の 下の 常設 作業

部会 として 設置 す るこ とを合 意 し た。 以上 の よ

うな活動範 囲の 拡大 に伴 い 、現在 の 諮 問委員会

は 表 4 に示 す とお り、10 とな っ て い る 。

　 なお 同時 に 、上 記第 20 回総会 で は、資源 ・環

境 ・健 康福祉分 野 で の 国際単位 系の 使 用促 進 、

相 互 認 証 を視 野 に入 れ て 、世界 的な （地球規模

の ） ト レーサ ビ リテ ィ確 立 の 必 要性 、化学測 定

の 世界 的 トレ
ー

サ ビ リテ ィ確立 へ む け て の 協力

表 4　諮 問委員会　　（2002年 10月 現在）

諮 問 委 員 会 創　設　年 委　員　長

電 磁 気

［CCEM ］
1927 E．0 ．GObel

測光 ・放射測定

　 ［CCPR ］
1933 F．Hengstberger　D

測 温

［CCT ］
1937 H ．Ugur

長 さ

［CCL ］
1952

Chung 　Myung 　Sai

時間 ・周波数

　 匚CCTF ］
1956 S．Leschiutta

放射線
［CCR 口

1958 G ．Moscati

単位
［CCU ］

1964 LM ．Mills　2）

質量関連量

　［CCM ］
1980 M ．Tanaka　

3〕

物質 量

［CCQM ］
1993 R．Kaarls

音響 ・超音波 ・振動

　　 ［CCAUV ］
1998 J．Valdes

1）2001 年 10 月ま で は AJ ．Wallard
2）国際度量衡委員外 の 専門家

3）2001 年 6 月まで は KJizuka

要請 な ど、極 め て 重 要 な決議 が な され た。そ の

意 味で 、振 り返 っ て 見れ ば、こ の 総 会 は
一

時代

を画 し た 重 要な総会 で あ っ た と考 え られ る。

（次号に 続く）
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